
宗
教
現
象
に
劃
す
る
一
考
察

近

聴

藤

悪

近
世
偽
闘
に
於
け
る
駐
曾
事
の
創
始
者
た
る
コ
ム
ト
が
、
彼
の
主
張
せ
る
貫
謹
哲
串
の
血
中
設
に
於
い
て
、
「
人
智
費
蓮

の
三
階
程
ざ
し
て
形
而
上
皐
時
代
に
究
？
に
積
極
時
代
を
認
め
た
る
事
は
周
知
の
事
費
で
あ
る
」
蓋
し
彼
の
云
ふ
積
極

時
代
さ
は
科
皐
高
能
の
時
代
を
指
す
も
の
に
し
て
現
代
に
於
け
る
諸
般
科
事
の
振
興
は
、
絡
に
近
代
人
よ
り
聖
な
る
宗

数
的
信
念
の
情
操
を
破
壊
し
た
か
の
戚
が
あ
る
。
凡
そ
真
、
善
、
美
、
墓
等
の
目
的
贋
値
は
人
格
完
成
上
常
に
そ
の
要

請
す
る
慮
な
り

o
z雄
も
か

t
る
精
紳
的
人
格
的
要
求
が
軽
視
さ
れ
無
視
さ
れ
ん
さ
す
る
は
誠
に
遺
憾
な
り
。
彼
の
共

産
黛
事
件
は
賓
に
そ
の
根
本
に
於
い
て
は
共
産
主
義
的
経
梼
制
度
の
確
立
の
要
求
で
あ
り
、
叉
金
融
解
禁
外
岡
潟
替
相

場
の
務
調
並
び
に
工
場
赴
曾
に
於
け
乙
努
究
費
立
及
び
協
調
等
の
問
題
も
物
質
生
活
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
今
や
時

代
の
一
大
風
潮
は
酒
々
呼
々
さ
し
て
純
祷
的
「
宮
」
の
問
題
に
趨
き
殆
ぎ
宮
古
生
物
的
生
活
さ
に
終
始
し
て
そ
の
底
止
す
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る
慮
を
知
ら
守
口
正
に
今
日
に
於
け
る
思
想
的
二
大
潮
械
は
唯
物
論
さ
唯
心
論
さ
の
絶

b
gる
争
闘
な
L

り
さ
論
断
せ
古

る
可
か
ら
示
、
此
に
於
い
て
か
経
由
情
趣
勤
の
水
協
に
日
夜
そ
の
生
活
を
脅
威
さ
れ
つ

l
め
る
現
代
人
に
言
、
り
て
最
高
の

が

h
u
J
一
一
さ
は
何
ぞ
や
さ
問
へ
ば
、
人
必
や
や
其
の
一
面
に
於
い
て
私
有
財
産
制
度
の
確
立
叉
は
否
定
に
於

νて
魂
の
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安
住
ド
障
を
求
め
ん
ご
す
る
事
や
又
常
然
の
理
論
な
り
ご
す
。

斯
く
し
て
諸
般
経
械
的
問
題
の
疾
風
的
戚
脱
出
は
、
終
ひ
に
我
等
が
唯
物
論
上
に
於
け
る
一
備
の
文
化
的
要
求
ご
し
て
マ

Y

ク
ス
、
エ
ン
ゲ
レ
ス
等
の
経
隣
組
織
的
使
更
の
出
現
を
四
十
一
み
、
此
に
枇
曾
問
題
の
中
核
を
な
し
叉
人
口
問
題
並
に
食
糧

問
題
等
、
或
は
婦
人
問
題
中
最
も
致
命
的
制
度
ご
云
は
れ
る
一
公
娼
制
度
の
如
、
き
教
b
来
れ
ば
、
買
に
複
雑
極
ま
る
枇
曾

相
の
全
面
や
其
の
解
決
に
於
い
て
至
難
な
り
ご
云
は
、
ざ
る
可
か
ら
や
。

之
等
純
々
錯
雑
紛
糾
せ
る
世
曾
現
象
中
仁
於
い
て
、
特
に
「
塞
」
の
賞
現
セ
理
想
ご
す
る
宗
教
の
任
務
が
首
i
其
の

窮
乏
に
落
入
り
「
宗
致
の
破
産
」
を
宜
告
せ
ら
れ
つ

3
ゐ
る
は
、
之
又
留
意
せ

F
る
可
か
ら
、
ざ
る
慮
な
り
、
過
般
新
聞

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

紙
の
報
導
に
依
れ
ば
、
米
本
国
に
於
い
て
は
新
数
の
～
読
む
を
鵬
首
じ
っ

l
有
る
も
の
め
り
、
又
キ
リ
ス
ト
の
墓
地
エ

Y

サ
レ
ム
に
於
け
る
宗
教
曾
議
三
百
ひ
、
又
は
明
治
神
宮
外
苑
青
年
曾
館
に
於
け
る
紳
、
悌
‘
基
の
宗
教
曾
議
に
於
い
て

枇
曾
事
業
の
新
設
及
び
世
界
平
和
の
賂
来
に
そ
の
曾
議
の
陣
頭
を
進
め
し
も
、
建
に
本
曾
議
未
曾
有
の
混
乱
に
落
入
り

龍
頭
蛇
尾
に
絡
は
り
し
は
、
人
の
好
く
知
る
蕗
な
り
。
然
’
り
ご
雄
も
日
本
最
高
新
聞
紙
の
枇
設
に
於
い
て
「
宗
教
は
人
口

致
せ
、
ざ
る
可
か
ら

5
る
性
質
の
も
の
に
し
て
之
等
宗
教
固
体
が
其
の
聖
な
る
事
業
の
一
端
ご
し
て
枇
曾
的
問
題
の
内
容

に
迄
立
入
b
其
れ
を
賓
施
せ
ん
ご
す
る
事
は
却
っ
て
其
の
宗
教
に
於
け
る
奇
現
象
を
呈
す
る
も
の
な
り
」
ご
云
ふ
論
説

を
見
出
し
た
る
に
於
い
て
は
、
吾
人
宗
数
家
に
劃
す
る
一
大
餓
槌
な
り
ご
言
は
や
ヲ
む
ば
め
ら
子
。

此
に
於
い
て
か
吾
人
は
先
づ
外
に
そ
の
全
か
ら
ん
事
よ
り
も
、
内
に
金
か
ら
ん
事
を
欲
す
、
即
ち
大
谷
大
串
金
子
教



授
の
阿
捕
陀
及
浮
土
の
観
念
に
就
て
の
問
題
の
如
き
、
叉
は
紳
の
詮
明
に
於
け
る
濁
断
哲
皐
及
び
夫
以
後
の
哲
事
的
論

詮
に
於
け
る
が
如
く
、
其
の
皐
ご
宗
教
の
背
反
、
挽
言
せ
ば
知
信
分
裂
の
問
題
の
如
き
信
仰
の
破
壊
之
よ
り
叉
甚
し
き

は
有
ら
。
さ
る
の
戚
め
り
、
曾
っ
て
中
世
ブ
タ
ン
ジ
ス
波
の
律
借
ロ

1
ジ
ヤ
ペ

1
エ
コ
ン
（
出
、
。

mz
国
営
自
）
が
法
皇
ク

ν

メ
ン
ス
四
世
に
奉
り
し
著
述
の
中
仁
「
諸
科
事
の
最
高
債
値
は
そ
が
紳
事
に
劃
す
る
必
要
傾
件
ご
し
て
存
在
す
可
き
も

の
だ
」
さ
臼
へ
る
法
則
は
今
日
杢
〈
破
壊
さ
れ
て
、
諸
科
凪
干
の
研
究
的
良
心
に
於
ハ
ー
で
は
、
定
に
宗
教
の
侍
統
的
致
事

は
億
然
ざ
し
て
破
壊
さ
る

l
事
は
勿
論
な

b
さ
日
は

F
る
可
か
ら
十
。

然
し
破
壊
せ
ら
る

3
に
先
立
も
て
新
し
き
組
織
の
建
設
が
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
即
も
此
に
宗
根
に
於
け
る
保
守
淑

さ
進
取
振
の
思
想
的
衝
突
が
め
り
争
闘
が
有
b
知
信
の
根
本
的
分
裂
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
o
斯
る
論
結
に
於
い
て
吾

人
は
先
づ
其
の
異
理
探
究
の
皐
徒
ご
し
て
、
外
に
全
か
ら
ん
事
よ
り
も
内
仁
会
か
ら
ん
ご
し
て
侍
統
宗
皐
の
コ
ペ

Y
ユ

ク
ムζ

（
の
品
。
吋
巳
。

g
）
的
特
廻
を
信
じ
、
ロ
ー
ラ
ン
の
所
謂
「
新
ら
し
き
世
界
」
の
出
現
を
望
み
‘
戚
激
な
し
に
は
讃

み
得
F
る
不
滅
な
る
宗
皐
の
一
頁
が
出
現
せ
ん
事
を
欣
求
し
、
以
っ
て
宗
敢
ご
事
ご
の
異
質
な
る
交
渉
を
最
後
に
望
ま

ん
さ
欲
求
す
る
衣
第
で
有
る
ο

ー
昭
和
三
、
六
、
二
二

l
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